
私が幼い頃、中越地震をはじめ東日本大震災などい

くつもの災害が起こりました。臆病な私はその度に、

まわりの大切な人が傷ついたり、悲しんだりしない

世の中になればいいのにと思っていたのですが、被

害を受けた地域で警察官が懸命に活動していること

を知り、自分も守られる人ではなく、守る人になりた

いと思うようになりました。警察官は災害時だけでな

く、普段の生活に潜む危険から日常を守る活動をし

ています。そんな仕事に携わりたいと思い、警察官を

目指しました。
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警察官を目指したきっかけ

現在の仕事とやりがい

“当たり前の日常を守る”ことへの
意識の変化

私は幼い頃から警察官に憧れていたのですが、大学
生になってその夢を諦めようとしていました。理由は
様々なメディアの影響で警察学校は厳しい場所とい
う印象があり、勉強も運動も苦手な自分には無理だ
と感じたからです。
しかし、諦めきれず受験をし、不安はありましたが入
学したその場所は厳しくも温かく、私を成長させてく
れた最高の学び舎でした。挑戦する前に諦めなくて良
かったと心から思っています。
皆さんと働ける日を楽しみに、私も日々の仕事に力を
尽くしていきます。

メッセージ

現在は交番で勤務をしています。落とし物の届出を受
けたり、巡回連絡で住民の方の困りごとを聴いたり
と、人と接する機会がとても多い仕事です。その他に
も交通事故や様々な事件の捜査も行います。緊張す
る場面もありますが、パトロール中に子どもたちの笑
顔を見ると私も力をもらえますし、その笑顔のために
頑張ろうという気持ちが強くなります。
また、女性だからこそできる仕事も多く、関わった方
が元気を取り戻していく姿を見ると警察官になって本
当に良かったと思えます。

警察官になって事件や事故を取り扱うと、多くの人の
日常には組み込まれていないはずの事件や事故に
よって悲しい思いをされた方と接することが多くあり
ます。例えば、お子さんの入学式に向かう途中で車の
事故に遭われたり、友人との旅行中に財布を盗られて
しまったり。これは決して他人事ではなく、いつ自分
が経験してもおかしくありません。誰もが当たり前の
日常を当たり前に送ることができるよう、警察官とし
て事件や事故等の抑止に力を入れていきたいと考え
ています。


